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環境の経済的評価
ＣＶＭによる風力発電施設評価を研究事例として



























































集 計 範 囲評 価 額評 価 対 象
全　国２，４８３億円世界遺産屋久島の保全森 林 生 態 系
全　国２，６４８億円吉野川下流の自然環境河 川 環 境
北海道１４８億円釧路湿原の景観湿 原 景 観
横浜市７億円横浜市上流の水源林保護水 源 林 保 全
全　国２，９６０億円藤前干潟の保全干 潟 保 全
全　国７，７９５億円温暖化対策の社会的効果地球温暖化対策


































































































































































































































































































































































































































































































































１１ 無効回答１０ ３，０００万円以上９ ・３，０００万円
６％１％０％
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